
日
本
に
お
け
る
医
史
料
の
蒐
集
と
保
存
に
つ
い
て

中

j天

山

特集号（1999)

私
は
六
年
前
ま
で
岡
山
大
学
医
学
部
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
鹿
田
分
館
（
通
称
医
学
図
書
館
）
が
多
く
の
古
医

書
を
所
蔵
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
順
序
不
同
の
手
書
き
の
目
録
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
と
か
整
理
さ
れ
た
古
医
書
目
録
を
作
成
し
た

日本医史学雑誌

い
も
の
だ
と
常
日
頃
考
え
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
本
館
の
運
営
委
員
に
就
任
し
、
本
館
の
池
田
家
文
庫
（
備
前
藩
主
池
田
家
の
旧
所
蔵
文
書
及

び
書
籍
）
の
整
備
の
た
め
毎
年
文
部
省
か
ら
補
助
金
が
出
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
医
学
図
書
館
に
は
旧
岡
山
藩
の
医
学
館
所
蔵
の
朱
印

の
押
さ
れ
て
い
る
書
籍
も
か
な
り
あ
り
ま
し
た
の
で
、
主
張
し
て
池
田
家
文
庫
の
方
か
ら
目
録
作
成
費
用
を
割
い
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。
そ
し
て
文
学
部
史
学
科
の
大
学
院
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
目
録
作
成
の
た
め
の
カ

l
ド
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
カ

l
ド
の
記
載
の

校
訂
を
小
生
が
す
る
は
ず
で
し
た
が
、
現
役
の
公
務
が
あ
り
充
分
に
校
訂
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
財
団
法
人
大
原
農
業
研
究
所
か
ら
引
き
継
が
れ
、
岡
山
大
学
図
書
館
農
業
生
物
研
究
所
分
館
（
倉
敷
市
所
在
）
に
所
管
さ
れ
て
い
る

近
世
期
及
び
明
治
期
の
農
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
大
原
農
書
文
庫
）
の
目
録
と
一
緒
に
し
た

『大
原
農
書
文
庫
・古
医
書
集
成
目
録
』
が
、
岡

山
大
学
附
属
図
書
館
か
ら
、
昭
和
六
二
年
二
九
八
七
）
三
月
に
刊
行
さ
れ
、
非
売
品
で
、
全
国
の
大
学
の
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
私

9 

も
友
人
の
一
部
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
目
録
を
作
る
に
は
、
金
と
熱
心
に
調
査
し
て
く
れ
る
人
が
必
要
で
す
。

岡
山
大
学
在
任
中
の
調
査
で
、
岡
山
市
近
辺
で
沢
山
の
古
医
書
を
所
蔵
し
て
い
る
方
が
三
家
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
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そ
の
他
、
（
四
）

川
崎
医
科
大
学
で
あ
り
ま
す
。

赤
木
家
は
医
師
で
あ
る
当
主
が
手
書
き
の
目
録
を
作
成
し
て
お
り
、
私
は
写
し
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
珍
し
い
も
の
と
し
て
、
中
井
履
軒

（
一
）
倉
敷
市

赤
木
家
、
（
二
）

御
津
郡
建
部
町

吉
岡
家
、
（
三
）
高
梁
市

仲
田
家
、

著
「
越
姐
弄
筆
」
が
あ
り
ま
す
。

吉
岡
家
の
も
の
は
、
十
数
年
前
私
が
調
査
し
、
手
書
き
の
目
録
を
私
が
所
有
し
て
い
ま
す
。
現
在
津
山
洋
学
資
料
館
が
再
調
査
す
べ
く
、

接
触
中
と
の
こ
と
で
す
。

仲
田
家
の
古
医
書
は
全
部
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
目
録
は
で
き
て
お
ら
ず
、
私
の
研
究
に
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
だ
け
記
録
し
、

特集号 (1999)

一
部
借
り
て
、
複
写
し
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
古
医
書
の
目
録
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
主
は
小
児
科
医
で
石
田
純
郎
先
生

と
同
門
で
す
の
で
、
目
録
の
作
成
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

川
崎
医
科
大
学
附
属
図
書
館
に
は
創
設
当
時
に
寄
贈
さ
れ
た
古
医
書
二
二

O
種
、
医
学
関
連
の
自
然
科
学
関
係
の
書
物
一
六
種
が
あ
り
ま

日本医史学雑誌

す
（
第
三
高
等
学
校
医
学
部
講
義
ノ
l
ト
、
眼
科
学
大
西
克
巳
、
花
柳
病
学
及
び
皮
府
病
学
瀬
尾
原
始
、
内
科
学
井
上
善
次
郎
、
薬
物
学
及
び
小
児
科
学

更
井
久
庸
、
法
医
学
桂
田
富
士
郎
、
外
科
学
坂
田
快
太
郎
、
外
科
各
論
山
形
仲
芸
、
産
科
学
及
び
婦
人
病
学
熊
谷
省
三
、
内
科
学
菅
之
芳
、
不
明
の
医
学

校
講
義
録
筆
記
者
三
輪
愈
、
精
神
病
学
木
南
亭
恩
師
、
法
医
学
教
場
筆
記
佐
々
木
口
、
病
理
学
鎌
田
満
太
郎
、
内
科
各
論
川
原
汎
、
薬
物
学
及
び
眼
科
学

小
倉
閲
治
、
外
科
通
論
及
び
軍
陣
外
科

・
縦
帯
学
花
一房
道
純
な
ど
を
含
む
）
。

子
孫
が
興
味
を
持
っ
て
保
存
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
二
代
続
け
て
同
じ
医
学
史
の
研
究
や
趣
味
を
継
続
で
き

る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
貴
重
な
資
料
の
所
在
だ
り
は
継
続
的
に
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

公
的
な
医
学
資
料
館

・
博
物
館
の
設
立
が
熱
望
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
り
ま
す
。


